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6． バ イ ポ ー ラ ロ ン の 性質

三 　宅　弘 　泰

　 1 つ の 単位胞 に 2 っ の 原子 を もつ 構造 を考 え ， 格子 と相互作用 し， 隣 の 単位胞 と の 波動関数

の 重 な りが小 さ い 電子 を考 え る 。 電子 一
格子相互 作用 が非常に 強い 場合， 2 電子 2 サイ トモ デ

ル で の 最低固有値が，バ イ ポー
ラ ロ ン （Heitler−London 　bipolaron　singlet）を与え る 。

バ イ ポ ー
ラ

ロ ン の 対 を壊す過 程を無 視 した ， 理 想化 した場合 を考 え ， 変換 した Hamiltonian は Anderson の

擬 ス ピ ン の 方法 を用 い て，非等方的 Heisenberg　Hamiltonian に な る 。 こ れ を用 い て ，磁化 （；

バ イ ポ
ー

ラ ロ ン密度 ）一定 で ， 基底状態 ， 相図，励起 ス ペ ク トル を求め る 。 そ こ で Alexandrov

and 　 Ranningerと Kubo 　 and 　 Takada の 結果 の 相違に つ い て 考察を試み ， また ， 不整合 CDW を

与え る ス ピ ン の 形 を変化させ て ， CDW の 現わ れ る臨界粒子 数の 変化な ど を考え る 。

7．　 Frustrationを含 む Ising　Model の 高温 展開

孫 剛

　Ferro・と antiferro の 相互 作用 Jij ＝ ± ／ の ラ ン ダム 分布の 2 次元 Ising−model ，　 つ ま り

frustrationを含ん で い る モ デ ル が 研究 され て い る 。 特に RLF −model と言 うモ デ ル に つ い て 相転

移の 精確な解 とい ろ い ろ な近 似の 解 が与え られ て い る 。 こ の 解 の 中に 転移温度が相互 作用 の 平

均値 ノij の み と関係 あ る解 と転移温度 が ／ijの 分布，つ ま り frustrationの 分布 と関係あ る 解の

二 種類が ある 。 こ の 論文 で は高温 の 時の RLF −model の 磁化率 の 級数 を計算 して ratio 　method

と pade 近似で 転 移温度 と指数 を求め る 。 さ らに ， 転移温度 と相互 作用 の 平均値 J’ij の 関係 そ

して 転移温度 と frustrationの 分布の 関係に っ い て 議論す る。最後 に ， 3 次元 の 特別 の モ デ ル に

対 し て 磁化率の 級数 そ して転移温度 と指数を求め る 。

一651一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


